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昭和電工の国内拠点

研究開発

本支店

石油化学

本社
化学品

無機

アルミニウム

【アルミニウム】喜多方事業所

【化学品】東長原事業所【無機】大町事業所

【無機】塩尻事業所

本社

【化学品】伊勢崎事業所

エレクトロニクス 【アルミニウム】小山事業所（那須）

【アルミニウム】小山事業所

【無機】塩尻事業所

【化学品】川崎事業所

【アルミニウム】彦根事業所 アルミニウム技術センター

【化学品】伊勢崎事業所

名古屋支店

【ＨＤ・エレクトロニクス】千葉事業所

【化学品】川崎事業所

【石油化学】大分コンビナート

【石油化学】徳山事業所

福岡支店

先端技術開発研究所（土気）

【化学品】龍野事業所

【無機】横浜事業所

【エレクトロニクス】秩父事業所
大阪支店

応用技術開発研究所（川崎ほか）
プロセス・ソリューション・センター

【アルミニウム】堺事業所



先端技術開発研究所（土気）

研究開発の中心

●所在地 ： 千葉県千葉市

緑区大野台１丁目１番地１号緑区大野台１丁目１番地１号

（土気緑の森工業団地）

●開所年 ： １９９４年１月●開所年 ： １９９４年１月

●敷地面積 ： 約７万㎡

●従業員数 ： １３８名（2012年12月15日）●従業員数 ： １３８名（2012年12月15日）

（女性社員の比率 約２０％）

（全社の女性社員の比率 ８.３％）

●派遣社員 ： １２名

●協力企業 ： ３社(８名） 3



先端技術開発研究所の安全成績

単位：万時間無災害労働時間（過去10年間） 単位 万時間

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

述べ労働時間 21.8 20.2 20.5 23.6 24.4 24.8 25.1 25.1 25.1 29.8

（１）従業員無災害記録

平成２５年３月１５日まで５１２万時間（７０３０日）平成２５年３月１５日まで５１２万時間（７０３０日）
（多摩川時代から起算して９９０万時間 １０３７４日）

現在無災害継続中現在無災害継続中

（２）協力企業無災害記録（２）協力企業無災害記録
平成２５年３月１５日まで３５万時間（７０３０日）

現在無災害継続中現在無災害継続中
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先端技術開発研究所安全衛生管理組織図

RC総括管理者（先端技術開発研究所長）138名

内部監査チーム

ＲＣ委員会 ＲＣ事務局
管理責任者

（環境保安リーダー） 安全衛生委員会

グループリーダー

グループリーダー

職場ＲＣ委員会 各チームリーダー センター員

職場ＲＣ委員会 各チームリーダー センター員

分析物性センタ 長 職場ＲＣ委員会

員

各チームリーダー センター員

・・・

分析物性センター長

安全性試験センター長 職場ＲＣ委員会

職場ＲＣ委員会 各チ ムリ ダ

各チームリーダー

センタ 員

センター員

セ タ 員総務部長

常駐協力企業

職場ＲＣ委員会 各チームリーダー センター員

３社常駐協力企業 ３社
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レスポンシブル・ケア（RC)推進

基本理念

安全の確保と環境の護持を

全ての研究活動に優先させる全ての研究活動に優先させる

・１９９５年 ３月 レスポンシブル・ケア実施宣言（全社）
・２０００年 ５月 ＩＳＯ１４００１認証取得年 月 認証取得
・２００７年 ５月 日化協・JRCC 安全努力賞 受賞
・２００９年 ７月 JRCC レスポンシブル・ケア賞 受賞年 月 ポンシブル ケア賞 受賞
・２００９年 ８月 ＯＨＳＡＳ１８００１認証取得 6



ＲＣ活動とマネジメントシステム（ＭＳ）

RC活動
○ＣＳＲ

・コンプライアンス

ISO14001 OHSAS18001

・リスク管理
・社会からの信頼性向上

ISO14001

○労働安全衛生

OHSAS18001

○環境保全
・環境管理

○労働安全衛生
・労働安全
・労働衛生
・健康管理

・地球温暖化防止対策
・産業廃棄物の削減

健康管理
○保安防災

・設備安全
○化学品安全○化学品安全

・化学物質管理

○品質保証○品質保証
・品質保証 7



環境・労働安全衛生方針（１）

本環境・労働安全衛生方針は、従来取組んできたレスポンシブル･ケア活動に関する行動
指針に加え、環境マネジメントシステム（ISO14001：2004）および労働安全衛生マネジメン
トシ ム（OHSAS18001 2007）の規格要件を組み入れたもの あるトシステム（OHSAS18001：2007）の規格要件を組み入れたものである。

1．化学物質の全ライフサイクルにおいて、安全及び健康を確保し環境を保護化学物質 全ライフサイクル お て、安全及び健康を確保し環境を保護
する観点から、先端技術開発研究所の活動を見直すとともに継続的改善に
努める。

2 研究を推進するにあたっては 従来型の環境保全はもとより 省エネルギ－2．研究を推進するにあたっては、従来型の環境保全はもとより、省エネルギ 、
廃棄物の減量化・再資源化、化学物質の排出量削減等を推進し、地球環境
に対する負荷の低減に努める。

3 新規研究開発の開始 設備の新設・増設・改造において 安全及び健康の3．新規研究開発の開始、設備の新設・増設・改造において、安全及び健康の
確保と環境の保護に配慮する。

4．安全及び健康の確保と環境の保護に寄与する研究開発、技術開発を推進
し 代替製品 新製品の事業化の推進を図るし、代替製品・新製品の事業化の推進を図る。

5．製品や取扱い物質の安全・健康・環境面の影響に関する調査を行い、安全
な使用と取扱に関する情報を、従業員に周知するとともに顧客に提供する。
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環境・労働安全衛生方針（２）

6．事業活動、技術移転、化学製品の国際取引等において、安全及び健康の確
保と環境の保護に配慮する保と環境の保護に配慮する。

7．国際規則及び国内関係法令、先端技術開発研究所が同意するその他の要
求事項を遵守するとともに、国際関係機関、国内外の行政機関等への協力
に努める。

8．環境の保護に関する諸活動に積極的に参加するとともに、社会との対話を
深め、理解と信頼性の向上に努める。深 、 解 信頼性 向 努 。

9．環境・労働安全衛生マネジメントシステムを推進するにあたって、法的要求
事項、環境・労働安全衛生活動等に状況の変化や活動結果についてマネ
ジメントレビューを行い状況変化に的確に対応し常に継続的改善に努める。ジメントレビュ を行い状況変化に的確に対応し常に継続的改善に努める。

10．環境・労働安全衛生方針は、全従業員・派遣社員・常駐協力企業員及び外
部からの作業員等に周知する。また、自らが環境・労働安全衛生の重要性
を認識し積極的に活動の推進役となるを認識し積極的に活動の推進役となる。

11．環境・労働安全衛生方針は、必要に応じて社外に公開する。
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RC行動計画とRC監査の流れ

RC行動計画（本社） （12月/中）

事業場展開

RC行動計画（土気） （1月/中）

グループ展開

RC行動計画（各グループ） （1月/末）

グル プ展開

RC行動計画（各グル プ） （1月/末）

1年間活動

本社RC監査 （翌年4月ごろ）
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ＲＣ行動計画（土気）（１）



ＲＣ行動計画（土気）（２）
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安全の取り組み

＊労働安全衛生マネジメントシステム＊労働安全衛生マネジメントシステム
(OHSAS18001)活動による( )活動
リスクアセスメントの活用

＊ヒヤリハ トの活用＊ヒヤリハットの活用
＊薬品の管理と新規実験事前審査＊薬品の管理と新規実験事前審査

13



ＯＨＳＡＳ導入の目的

２００９年当時
研究開発センター（土気）は、

１４年間災害ゼロを継続していた。

「災害事例の水平展開」

過去の災害事例をチェックリスト化し危険点を事前に潰す

・本社環境安全室が提唱する

「守る安全」⇒「創る安全」守る安全」 創る安全」
を実現する手法として、

労働安全衛生マネジメントシステム
14

労働安全衛生 ネジ ントシ テ
を活用する。



危険源の特定及び評価表

危険源の抽出、特定 一次評価 管理策の
決定

二次評価

15

決定



危険源の抽出、特定

～なので ～して ～になる「KYTの第1ラウンド ～なので、 ～して、 ～になる。

（物） （人） （事故の型）

「KYTの第1ラウンド
（どんな危険が潜んでいますか？）の応用」
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一次評価、管理策の決定、二次評価
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①高リスクレベル危険源

二次評価で評価点が下がらない
危険源について、フォローしていく
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ＨＦ（フッ酸）の取り扱い（管理策例）

局排設備

ボデボディーシャワーと洗眼器

使用中の警告表示使用中の警告表示
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ヒヤリハットの活用

●ヒヤリハットの抽出件数
２０１０年 １０８４件（０．６９件／人･月）／
２０１１年 ９９６件（０．６４件／人･月）
２０１２年 １２９４件（０．８４件／人･月）

ヒヤリハット体験記（用紙）⇒

●抽出方法の工夫●抽出方法の工夫
・ヒヤリハット提出箱
・PCデータベースへの・PCデ タベ スへの
書き込み
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ヒヤリハット事例紹介 フロー図

ヒヤリハット提出

職場朝（昼）会

職場ＲＣ会議

ヒヤリハット委員会

職場ＲＣ会議

（事例の選別）

ＲＣ委員会

対策（ルール）を決める

職場に紹介

対策（ルール）の徹底
21



ヒヤリハットから出た主な安全対策その１

試薬運搬カゴ
建物内通路ミラーで確認 建物内左側通行

試薬運搬カゴ

Ｖベルトダブルカバー
自動車の速度抑制のための凹凸機器の使用中表示

Ｖ ルトダブルカバ

転倒防止策（ゲルの利用）
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ヒヤリハットから出た主な安全対策その2

障害者への配慮

視覚障害者への配慮 階段の最後１段に視覚障害者への配慮
要所への虎模様設置

視覚障害者

階段の最後１段に
虎模様設置

視覚障害者
聴覚障害者への配慮

防火扉に防火扉に
警告灯とチャイム
設置

聴覚障害者 の配慮聴覚障害者への配慮
走査電子顕微鏡に警告灯設置 23



化学物質の管理と新規実験事前審査

＊薬品管理システム＊薬品管理システム
在庫薬品数：2,481種類

(内 毒物： 23種、劇物：224種)

毒物 管＊毒物の管理

＊新規実験事前審査＊新規実験事前審査
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薬品管理システム

薬品をイントラを使用して一括管理

薬品管理サーバ
バーコードラベル貼付

バーコードリーダ薬品管理端末パソコン 25



毒物管理

システムキーボックスを用い

IDカード登録者のみ鍵取り出しIDカード登録者のみ鍵取り出し

毒物専用保管庫
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ＳＤＳの呼び出し（ＰＣの利用）
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新規実験事前審査の対象

１ 新たな分野に係わる実験１．新たな分野に係わる実験
２．取扱物質が初めての実験
３．新たな反応を伴う実験
４ 新たな方法（装置 器具 設備など）４．新たな方法（装置、器具、設備など）
５．実験条件が大幅に異なる実験５．実験条件が大幅に異なる実験
６．スケールアップして行う実験
７ 外部での実験７．外部での実験
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新規実験事前審査の流れ

新規実験事前審査会

新規実験の発生 書類審査 指摘事項対応

現地審査 対応策確認事前調査 現地審査 策確認

等級判定 実験開始承認改善事項指摘

実験開始
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新規実験等級判定表(抜粋)

新規実験の等級表

等級 判定結果 審査承認者

B‐1 50点以上 所長

点から 点B‐2 35点から49点 GL

B‐3 35点未満 GL



今後の取り組み

「創る安全」で無災害記録を更新！

な 安全意識

「創る安全」で無災害記録を更新！

１．さらなる一人ひとりの安全意識の向上

２ 環境 労働安全衛生マネジメントの理解２．環境・労働安全衛生マネジメントの理解
とPDCAサイクルの循環

３．新規実験事前審査による環境・安全のさ
らなる確保らなる確保
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ごご安全に！ご安全に！
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